
【 問 題 例 】  

Ⅱ － ２  

 財 政 制 約 と 投 資 余 力 が 減 少 す る 中 で 、 今 後

の 社 会 資 本 整 備 の あ り 方 に つ い て 述 べ よ 。  

 

【 解 答 構 成 】  

見 出 し  切 り 口  内   容  

1.はじめに 
少子高齢化の進展に

伴う財政不足 

投資余力や就労者の減少への

対応に加えて国民のニーズに

応えた社会資本整備 

就労人口減少 

高齢化 

人口減少により就労者も減少 

2050年には現状の８割まで低下
2.少子高齢化問

題 社会資本整備と財

政状況 

国民の多様なニーズに対処す

るため効率化、透明性・客観

性の向上が必要 

社会資本整備におけ

る計画的・効率的な

運用 

マスタープラン先導型（計画重

視）、整備効果の検証、既存ストッ

クの活用、透明性・客観性の向上

民間活力の活用 

ＰＦＩの実施、公共事業への

民間参入環境の整備、目的別

出資募集 

3.２１世紀にお 

 ける社会資本 

 整備のあり方 

社会資本整備コスト

の縮減 

ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト の 縮

減、モニタリング・点検の高

度化、劣化予測技術の開発、

アセットマネジメントの導入 

4.おわりに 
社会資本整備の３

つの柱 

経済、快適生活、環境への対

応と住民参加による推進 
 

【 コ メ ン ト 】  

 財 政 不 足 に 対 応 す る た め の 計 画 的・効 果 的 な 社 会

資 本 整 備 と 運 用 方 法 が 適 切 に 述 べ ら れ て い る 。し か

し 、本 論 を 組 み 立 て る に 当 た っ て 、現 状 の 問 題 点 を

「 少 子 化 問 題 」、 本 論 と し て 「 ２ １ 世 紀 に お け る 社

会 資 本 整 備 」と す る な ど 、組 み 立 て 方 に 問 題 が あ る 。
 



 
 
 
 

( ／３) 

 

技術士第二次試験 記述問題 解答例 

選 択 科 目  必 須 科 目  問 題 分 類  環 境 保 全  

Ⅱ － ２ ． 財 政 制 約 と 投 資 余 力 が 減 少 す る 中 で の  
今 後 の 社 会 資 本 整 備 の あ り 方  １  

1 . は じ め に  

 我 が 国 は 、 経 済 の 長 期 低 迷 、 国 際 化 、 少 子 高 齢 化 、

環 境 問 題 な ど の 多 く の 課 題 に 直 面 し て い る 。 中 で も 少

子 高 齢 化 の 進 展 に 伴 う 問 題 は 、 社 会 資 本 整 備 の 投 資 余

力 ・ 就 労 者 の 減 少 に 繋 が り 、 今 後 の 社 会 資 本 整 備 に お

け る 財 源 不 足 と な り 重 要 な 課 題 と な っ て い る 。  

 こ の よ う な 不 透 明 な 社 会 経 済 情 勢 に あ っ て も 、 次 世

代 に 引 き 継 ぐ べ き 質 の 高 い 社 会 資 本 を 国 民 の ニ ー ズ に

応 え て 整 備 し な け れ ば な ら な い 。  

こ こ で は 、 こ の よ う な 財 政 制 約 下 に お け る 今 後 の 社

会 資 本 整 備 の 進 め 方 に つ い て 述 べ る 。  

2 . 少 子 高 齢 化 に 伴 う 問 題  

⑴ 就 労 人 口 の 減 少  

 我 が 国 の 人 口 は 、   年 を ピ ー ク と し て   年 よ り

減 少 局 面 に 入 り 、 2 0 5 0 年 頃 に は 、 現 在 の 約 ８ 割 ま で に  

2 0 0 5  2 0 0 6  

減 少 す る と 推 計 さ れ て い る 。  

 こ の 人 口 減 少 は 、 就 労 者 人 口 に も 影 響 し 、 就 労 者 の

高 齢 化 を 招 く と い う 悪 循 環 と な っ て く る 。  

⑵ 社 会 資 本 整 備 と 財 政 事 情  

 高 齢 化 に 向 け て 、 住 み や す い 国 土 形 成 を 行 う た め に

国 民 の 多 様 な ニ ー ズ に 合 わ せ て 社 会 資 本 を 整 備 す る 必  

要 が あ り 、 特 に 公 共 事 業 に お い て は 、 事 業 の 重 点 化 、

効 率 化 、 透 明 性 、 客 観 性 が 求 め ら れ て い る 。  

 一 方 、 社 会 資 本 整 備 と こ れ ま で の 社 会 資 本 ス ト ッ ク

を 維 持 管 理 す る に あ た り 、 必 要 と な る 投 資 余 力 の 低 下  



 
 
 
 

( ／３) 

 

技術士第二次試験 記述問題 解答例 

選 択 科 目  必 須 科 目  問 題 分 類  環 境 保 全  

２  

と 人 口 の 減 少 に 伴 う 税 収 減 が 問 題 と な っ て い る 。  

3 . ２ １ 世 紀 に お け る 社 会 資 本 整 備 の あ り 方  

⑴ 社 会 資 本 整 備 に お け る 公 共 投 資 財 源 の 計 画 的 ・ 効 率  

的 な 運 用  

 公 共 投 資 財 源 が 制 約 さ れ る 中 で 、 社 会 資 本 の ス ト ッ

ク を 質 量 と も に 確 保 す る た め に は 、 限 ら れ た 財 源 の 計

画 的 ・ 効 率 的 な 運 用 が 必 要 で あ る 。  

 ① 社 会 資 本 整 備 に 対 す る こ れ ま で の 事 業 先 行 型 か ら  

  地 域 ニ ー ズ に 根 ざ し た マ ス タ ー プ ラ ン 先 導 型 へ の  

  転 換 に よ る 計 画 性 を 重 視 し た 事 業 の 創 出  

 ② 社 会 資 本 整 備 に お け る 整 備 効 果 の 検 証 と 整 備 プ ロ  

グ ラ ム の 策 定 に よ る 規 定 事 業 の 見 直 し と 事 業 化 に  

お け る 整 備 効 果 ・ 効 率 性 の 確 保  

 ③ 社 会 資 本 整 備 に お け る 既 存 ス ト ッ ク の 活 用  

 ④ 求 め ら れ る 社 会 資 本 を 求 め ら れ る 形 で 提 供 す る た

め に 、 顧 客 で あ る 国 民 と の 対 話 を 深 め た 透 明 性 ・

客 観 性 の 高 い 事 業 の 実 施  

⑵ 社 会 資 本 整 備 に お け る 民 間 活 力 の 利 用  

 公 共 財 源 の 計 画 的 ・ 効 率 的 な 運 用 の 一 環 と し て 、 資  

金 ・ 人 材 ・ 技 術 ・ 資 材 等 の 面 で 十 分 な 供 給 能 力 を 持 つ  

民 間 活 力 を 活 用 す る 。  

 具 体 的 な 活 用 方 法 と し て は 、  

 ① 収 益 性 が 確 保 で き る 民 営 公 共 事 業 ( P F I )  の 実 施  

 ② 公 共 事 業 へ の 民 間 参 入 を 促 す た め の 環 境 整 備  

 （ 低 金 利 融 資 制 度 や 税 制 上 の 特 別 措 置 な ど ）  



 
 
 
 

( ／３) 

 

技術士第二次試験 記述問題 解答例 

選 択 科 目  必 須 科 目  問 題 分 類  環 境 保 全  

３  

 ③ 整 備 目 的 用 途 別 に よ る 資 金 の 債 券 化 と 資 金 の 使 途  

  を 明 ら か に し た 目 的 別 出 資 募 集  

⑶ 社 会 資 本 整 備 コ ス ト の 削 減  

 社 会 資 本 整 備 に か か る コ ス ト の う ち 、 工 事 に か か る  

直 接 的 な コ ス ト と 間 接 的 な 社 会 コ ス ト の 省 力 化 や 短 縮  

化 を さ ら に 推 進 す る 。  

ま た 、 適 切 な 維 持 管 理 を 行 い 、 社 会 資 本 に か か る ラ

イ フ サ イ ク ル コ ス ト の 抑 制 と 延 命 化 を 図 る 。  

 特 に 高 度 成 長 期 に 構 築 し た 多 大 な 社 会 資 本 ス ト ッ ク

は 、 今 後 一 斉 に 更 新 時 期 を 迎 え る た め 、 施 設 の モ ニ タ

リ ン グ ・ 点 検 等 の 技 術 開 発 や 劣 化 予 測 手 法 の 確 立 が 必

要 で あ る 。  

 ま た 、 予 防 保 全 の 観 点 で の 補 修 時 期 を 最 適 化 や ア セ

ッ ト マ ネ ジ メ ン ト 手 法 に よ る 管 理 を 導 入 す る 。  

4 . お わ り に  

 社 会 資 本 整 備 に お け る ３ つ の 柱 と な る 新 し い 経 済 、  

快 適 な 生 活 お よ び 環 境 保 全 は 、 お 互 い に 関 連 し つ つ も  

相 反 す る 要 素 を 併 せ 持 っ て い る 。  

 こ の た め 、 社 会 資 本 整 備 を 進 め る に は 、 国 民 の 理 解  

と 協 力 が 必 要 不 可 欠 で あ る 。  

 そ の た め に は 、 計 画 段 階 か ら 住 民 参 加 や 情 報 公 開 等  

に よ り 、 さ ら な る 事 業 の 透 明 性 を 確 保 が 必 要 で あ る 。  

                     以 上  


